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正
月
の
静
か
な
た
た
ず
ま
い
に

時
間
が
流
れ
て
行
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
空
間
を
離
れ
る

と
平
和
と
自
由
の
危
機
的
状
況
が

見
え
ま
す
。
昨
年
暮
れ
、
パ
リ
で

同
時
多
発
テ
ロ
が
起
こ
り
、先
進
・

旧
宗
主
国
は
競
っ
て
空
爆
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
爆
撃
で
、
こ
の

瞬
間
に
も
砂
漠
の
中
の
小
さ
な
村

で
、
逃
げ
惑
う
子
ど
も
や
国
を
逃

れ
て
彷
徨
う
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
テ
ロ
に
怒
っ
た
人
々

は
、
同
じ
目
線
で
よ
り
多
く
の
人

た
ち
が
傷
つ
き
命
を
失
っ
て
い
る

と
い
う
事
実
は
見
え
ま
せ
ん
。
オ

ラ
ン
ド
大
統
領
が
「
戦
争
宣
言
」

し
戒
厳
令
を
敷
い
た
瞬
間
に
仏
憲

法
は
失
わ
れ
、
17
州
議
会
選
挙
で

は
極
右
政
党
が
躍
進
し
ま
し
た
。

　

翻
っ
て
今
の
日
本
を
見
る
と
、

「
違
憲
国
家
」
状
態
と
い
え
ま
す
。

戦
争
法
案
は
も
ち
ろ
ん
憲
法
第
53

条
に
基
づ
く
臨
時
国
会
開
催
要
求

も
安
倍
政
権
は
無
視
し
、
T
P
P

は
条
約
文
の
日
本
訳
を
作
成
せ
ず

国
民
に
説
明
し
な
い
。
批
准
も
国

内
法
の
成
立
も
な
し
に
予
算
措
置

を
進
め
る
既
成
事
実
づ
く
り
。
こ

れ
が
立
憲
主
義
に
基
づ
く
近
代
国

家
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
後
、
70
年
を
節
目
に
日
本
は

「
違
憲
の
戦
争
を
す
る
国
」
に
大

き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
そ
の

先
頭
に
置
か
れ
た
の
が
沖
縄
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
地
域
で
行
う

戦
争
の
お
先
棒
を
担
が
さ
れ
る
日

本
。
そ
の
発
進
基
地
に
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
に
続
き
沖
縄
が
使
わ
れ
る
の

で
す
。
戦
争
を
肌
で
感
じ
る
沖
縄

県
民
は
「
島
ぐ
る
み
」
で
反
対
し

て
い
ま
す
。
国
は
、
県
民
の
意
思

を
無
視
し
、
県
・
市
を
飛
越
し
町

内
会
に
金
を
ば
ら
ま
く
、
こ
こ
で

も
憲
法
や
法
的
手
続
き
を
も
無
視

す
る
勝
手
放
題
で
す
。
さ
ら
に
、

警
視
庁
機
動
隊
を
投
入
し
、
暴
力

沙
汰
や
逮
捕
拘
留
で
運
動
の
圧
殺

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鳴
り
物
入
り
で
進
め
て

き
た
誤
り
の
経
済
政
策
（
ア
べ
ク

ロ
ノ
ミ
ク
ス
）
に
よ
り
、
円
安
・

株
高
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
労

働
者
の
実
質
賃
金
は
下
が
り
、

G
D
P
は
伸
び
ず
輸
入
物
価
は
上

が
り
ま
し
た
。
経
済
格
差
は
広
が

り
、
医
療
・
介
護
・
社
会
保
障
の

改
悪
な
ど
綻
び
が
は
っ
き
り
し
、

私
た
ち
の
生
活
は
苦
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ク
ル
ー
グ
マ
ン
は
昨
年

10
月
に
「
日
本
の
量
的
緩
和
策
、

リ
フ
レ
策
は
失
敗
し
た
」
趣
旨
の

発
表
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民

に
つ
け
が
回
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

許
せ
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
、
6
月
か
ら
7
月
に
参

議
院
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

憲
法
違
反
状
態
の
日
本
を
糺
し
、

平
和
と
自
由
そ
し
て
正
義
を
取
り

戻
す
絶
好
の
機
会
で
す
。
し
か
し

一
方
、
選
挙
敗
北
は
日
本
の
将
来

の
危
機
を
意
味
し
ま
す
。
正
念
場

で
す
。
安
倍
政
権
は
、
自
ら
の
有

利
な
選
挙
期
日
設
定
の
た
め
に
、

通
常
国
会
を
1
月
初
頭
か
ら
と
い

う
異
例
の
日
か
ら
始
め
る
と
い
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
年
頭
よ
り

備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
統

一
し
た
勢
力
の
結
集
が
急
務
で
す
。

　

声
を
出
し
、
行
動
し
、
仲
間
を

増
や
し
、
日
退
教
運
動
を
さ
ら
に

前
進
さ
せ
、平
和
憲
法
の
理
念（
平

和
と
自
由
・
人
権
・
環
境
・
民
主

主
義
）
を
取
り
戻
し
、
生
活
を
守

る
た
め
に
今
年
も
全
力
で
生
き
抜

き
ま
し
ょ
う
。
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正念場の今年
平和と安心を、私たちの手に!

　　第21回組織活動交流集会で
　　挨拶する西澤会長　　　　

西
澤
会
長
年
頭
挨
拶

夏の参議院選挙に向け精力的に活動する
なたにや参議院議員（新潟、10月16日）
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ス
ト
レ
ス
社
会
と
の
つ
き
あ
い
方

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
・
教
授
・
博
士
（
心
理
学
）　

　
　
　
　
　
　
　

冨
永
良
喜
さ
ん

ス
ト
レ
ス
に
は
、
ス
ト
レ
ッ

サ
ー
（
出
来
事
・
環
境
）
と
、

ス
ト
レ
ス
反
応（
心
身
の
変
化
）

と
、
ス
ト
レ
ス
対
処
の
3
つ
が

あ
る
。
怒
り
や
緊
張
に
対
し
て

ど
ん
な
心
身
の
変
化
が
起
き
、

ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
、

実
際
に
会
場
で
近
く
の
人
と
話

し
合
い
、
ま
た
同
じ
怒
り
で
も

相
手
に
伝
え
る
言
葉
を
変
え
る

こ
と
で
、
異
な
っ
た
人
間
関
係

が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
対
処
法
と
し
て
自
分
の
怒

り
の
面
倒
を
み
て
あ
げ
る
た
め

の
深
呼
吸
の
大
切
さ
も
紹
介
さ

れ
た
。
落
ち
着
く
た
め
に
、
肩

を
開
き
力
を
抜
く
方
法
も
参
加

者
全
員
で
試
し
て
み
た
。

い
じ
め
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
が
、
被
害
者
も
加
害
者
も
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
。
加
害

者
の
ス
ト
レ
ス
の
背
景
に
は
親

子
関
係
が
影
響
し
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
親
に
も
一
緒
に
考
え

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
傍
観
者
も
規
範
意
識
や

い
じ
め
解
決
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
教
育
の

場
で
、
ス
ト
レ
ス
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
自

己
を
傷
つ
け
な
い
怒
り
や
悲
し

み
の
方
法
を
学
べ
る
取
り
く
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

災
害
も
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス

反
応
を
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
ト
ラ
ウ
マ
反
応
か
ら

回
復
す
る
人
と
ス
ト
レ
ス
障
害

に
な
る
人
が
あ
り
、
毎
日
出
会

う
身
近
な
大
人
が
サ
ポ
ー
ト
の

知
識
を
持
っ
て
い
る
か
で
違
っ

て
く
る
。
ま
た
、
災
害
か
ら
時

間
を
経
た
後
に
ス
ト
レ
ス
反
応

が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
サ

ポ
ー
ト
に
は
長
期
的
視
野
が
欠

か
せ
な
い
。
人
は
苦
難
か
ら
回

復
で
き
る
力
も
持
ち
、
さ
ら
に

は
そ
れ
が
自
己
を
成
長
さ
せ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
調

査
で
は
、
震
災
に
向
き
合
う
時

は
向
き
合
い
、
語
り
合
い
分
か

ち
合
っ
た
対
処
を
し
た
人
に
は
、

ス
ト
レ
ス
反
応
が
低
か
っ
た
。

避
難
訓
練
で
か
え
っ
て
不
安

が
増
し
て
し
ま
う
子
ど
も
も
い

る
が
、
心
の
サ
ポ
ー
ト
と
一
体

化
し
た
防
災
教
育
が
大
変
有
効

で
あ
る
こ
と
を
全
国
に
発
信
し

て
ほ
し
い
。「
日
本
心
理
臨
床

学
会
」
の
H
P
に
心
の
サ
ポ
ー

ト
に
配
慮
し
た
岩
手
の
小
学
校

の
避
難
訓
練
の
実
践
例
が
あ
る
。

ま
た
「
い
わ
て
子
ど
も
の
こ
こ

ろ
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
の
実

践
も
あ
る
。

い
じ
め
が
大
き
く
報
道
さ
れ

て
い
る
今
日
、
ま
た
、
自
然
災

害
が
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
も

し
れ
な
い
不
安
を
抱
え
た
今
日

こ
そ
、
学
校
や
社
会
教
育
に
、

そ
し
て
教
職
員
自
身
に
も
ス
ト

レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で

あ
る
。
結
果
対
応
的
な
政
策
だ

け
で
は
な
く
、
予
防
的
開
発
的

な
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
政

策
の
充
実
を
提
起
し
た
い
。

第22回

五者学習会報告
2015年10月15日

冨永教授

連帯カンパの
お願い

日退教第44回定期総会

で2015年度連帯カンパ（沖

縄、東日本大震災、戦争法）

に取り組むことを決定し

ました。しかし、戦争法

案は₉月19日強行採決に

より可決成立したため、

新たに廃案に向け運動を

進めています。今年度は、

多くの単会が、独自の行

動に取り組んでいます。

11月現在、昨年の211万

円を大きく下回り、52万

円しか集まっていません。

まだの単会は₂月末を

めどによろしくお願いし

ます。
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こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
の
課
題

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
（
社
会
保
障
・
経
済
政
策
）　

　
　
　
　
　
　
　

権
丈　

善
一

私
の
問
題
意
識
は
次
の
「
こ

の
10
年
、
社
会
保
障
は
政
争
の

具
と
さ
れ
、
現
制
度
は
憎
悪
の

対
象
と
し
て
政
治
的
に
仕
立
て

ら
れ
、
国
民
の
意
識
に
社
会
保

障
へ
の
誤
解
に
よ
る
制
度
へ
の

憎
し
み
が
刻
ま
れ
た
。
今
進
め

て
い
る
改
革
に
は
、
社
会
保
障

へ
の
国
民
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
あ
る
。」
に
要
約
さ
れ
る
。

2
0
0
7
年
7
月
の
参
院
選

で
自
民
が
敗
れ
、
社
会
保
障
で

方
向
転
換
し
、「
社
会
保
障
国

民
会
議
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
改

革
方
針
が
出
さ
れ
、
財
源
と
し

て
消
費
税
を
上
げ
た
。
社
会
保

障
の
問
題
は
医
療
と
介
護
だ
。

10
年
後
団
塊
世
代
が
75
歳
に
達

す
る
。
今
年
金
を
受
け
て
い
る

世
代
は
得
だ
と
い
う
が
根
拠
は

不
明
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
と
思
い
問
題
提
起
し
た
。

し
か
し
、
出
さ
れ
た
原
案
の
具

体
化
の
議
論
が
別
な
こ
と
で
費

や
さ
れ
10
年
過
ぎ
た
。

多
額
の
赤
字
国
債
の
将
来
世

代
へ
の
負
担
を
巡
る
議
論
が
あ

る
が
、
北
欧
に
比
べ
、
日
本
の

少
子
高
齢
化
は
急
速
だ
。
政
権

交
代
後
、
鳩
山
さ
ん
の
後
の
菅

さ
ん
は
、
与
謝
野
さ
ん
や
国
民

会
議
事
務
局
の
人
な
ど
を
呼
び
、

私
も
加
わ
っ
た
。
年
金
の
基
本

的
な
議
論
は
終
え
、
後
は
実
行

あ
る
の
み
で
あ
る
。
国
保
を
都

道
府
県
保
険
者
に
し
、
地
域
全

体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
行
き
場

の
な
い
患
者
を
ど
う
診
る
か
が

課
題
だ
。
戦
後
、
診
療
所
を
拡

張
し
て
病
院
と
し
、
医
療
費
は

低
く
抑
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を

地
域
完
結
型
の
医
療
に
切
り
換

え
る
必
要
が
あ
る
。
介
護
と
医

療
は
一
体
。
病
気
治
療
と
生
活

向
上
サ
ポ
ー
ト
の
医
療
を
実
現

す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
の
が
課

題
だ
。

年
金
の
課
題
は
、
将
来
給
付

額
が
減
る
こ
と
。
年
金
は
長
期

保
険
で
賦
課
方
式
な
ら
ば
即
破

綻
と
は
な
ら
な
い
。
若
い
世
代

を
生
活
保
護
受
給
者
に
さ
せ
な

く
す
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
そ

れ
が
我
々
の
問
題
意
識
で
あ
り
、

年
金
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
給

付
水
準
を
上
げ
る
に
は
ど
う
す

る
か
。
働
い
て
い
る
１
号
の

人
々
は
非
正
規
・
低
額
保
険
・

低
額
給
付
な
の
で
、
被
用
者
保

険
に
入
れ
た
い
が
、
事
業
者
が

抵
抗
す
る
。
次
に
、
20
歳
で
厚

生
・
国
民
年
金
加
入
、
65
歳
年

金
支
給
開
始
、
保
険
期
間
65
歳

ま
で
、
で
支
払
期
間
5
年
延
長
、

給
付
１
割
増
加
に
な
る
。
給
付

水
準
も
上
昇
で
、
国
庫
負
担
は

１
兆
円
増
え
る
。
給
付
水
準
を

上
げ
る
道
筋
は
出
来
て
い
る
。

G
D
P
に
占
め
る
給
付
は
高
く

な
い
の
に
、
高
齢
者
は
裕
福
だ

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
張
ら

れ
る
。
歳
出
と
財
源
は
国
会
で

決
め
て
い
る
。
予
算
は
歳
出

オ
ー
バ
ー
だ
が
、
そ
れ
が
赤
字

の
主
因
で
は
な
い
。
20
世
紀
先

進
国
が
教
育
と
社
会
保
障
を
獲

得
し
、
そ
の
分
増
え
た
の
だ
。

積
立
方
式
・
世
代
間
格
差
で
言

い
争
い
、
肝
心
な
所
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
集
中
で
き
な
い
。
こ
れ

が
社
会
保
障
の
問
題
だ
。
今
の

給
付
水
準
で
は
生
活
保
護
に
頼

る
し
か
な
い
。

ど
の
国
も
掛
け
金
と
給
付
金

額
に
世
代
間
格
差
が
あ
り
、
賃

金
水
準
に
合
わ
せ
年
金
を
上
下

す
る
仕
組
み
だ
。
と
こ
ろ
が
対

G
D
P
比
は
落
ち
こ
み
、医
療
・

介
護
も
2
0
2
5
年
に
は
下
が

る
。
年
金
も
減
る
。
社
会
保
障

費
を
増
や
す
に
は
、
税
・
保
険

料
を
上
げ
る
し
か
な
い
。
増
大

す
る
社
会
保
障
費
も
年
ご
と
に

試
算
の
国
民
所
得
で
割
る
と
全

部
12
・
5
％
に
な
る
。
介
護
離

職
を
強
い
ら
れ
る
悲
劇
が
家
庭

に
起
こ
っ
て
い
る
が
、
公
を
憎

む
国
民
に
福
祉
国
家
は
出
来
な

い
。社

会
保
障
と
は
何
か
。
社
会

保
障
給
付
費
は
1
1
0
兆
円

（
2
0
1
3
年
）
だ
が
、
生
活

保
護
費
現
金
給
付
額
は
そ
の

１
％
だ
。
年
金
は
実
質
生
活
水

準
を
維
持
で
き
る
終
身
的
な
制

度
だ
。
2
0
0
4
年
改
革
で
保

険
料
率
は
18
・
3
％
で
固
定
さ

れ
る
。
後
年
賃
金
変
動
で
も
入

金
は
同
じ
、
こ
れ
を
ど
う
分
け

合
い
、
分
配
す
る
か
だ
。
そ
れ

を
可
能
に
す
る
バ
ラ
ン
ス
あ
る

制
度
を
作
る
し
か
な
い
。
年
金

改
革
は
即
や
ら
な
い
と
生
活
保

護
増
加
、
給
付
低
下
に
な
る
。

と
に
か
く
前
向
き
に
や
ろ
う
。

権丈教授



（4）

◆
編
集
後
記
◆

今
年
は
私
に
と
っ
て
、
か
な
り
忙
し
い

年
に
な
り
そ
う
で
す
。
原
爆
絵
画
展
実
行

委
員
会
は
、
第
24
回
の
開
催
に
向
け
て
、

半
年
前
の
会
場
予
約
抽
選
会
が
1
月
4
日

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
第
2
希
望
の
7

月
末
の
土
日
開
催
の
予
約
で
す
。
そ
し
て
、

2
月
1
日
に
は
第
1
希
望
の
8
月
上
旬
の

抽
選
会
に
臨
み
ま
す
。
そ
し
て
、
月
1
回

の
実
行
委
員
会
で
は
展
示
内
容
や
特
別
企

画
講
演
会
の
人
選
が
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
埼
玉
退
教
の
沖
松
信
夫
会
長
か

ら
「
特
攻
兵
士
の
体
験
」
を
聞
き
ま
し
た
。

90
歳
に
も
拘
ら
ず
、
と
て
も
元
気
で
50
分

間
立
っ
た
ま
ま
で
の
お
話
で
し
た
。
出
撃

命
令
は
敗
戦
の
日
の
午
後
3
時
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
当
日
、
60
席
を
用
意
し
た
会

場
で
は
座
れ
な
い
人
も
出
た
ほ
ど
で
し
た
。

6
月
に
は
、
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
市
内
の
小

学
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
全
員
に
配
布

す
る
チ
ラ
シ
１
１
、0
0
0
枚
の
印
刷
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
活
動
様
子
は

ネ
ッ
ト
で
「
原
爆
絵
画
展
第
23
回
」
で
検

索
で
き
ま
す
。

4
月
に
は
坂
戸
市
議
選
が
あ
り
、
退
教

会
員
で
日
政
連
議
員
の
仲
間
が
3
期
目
の

立
候
補
を
し
ま
す
。
何
と
し
て
も
当
選
さ

せ
る
た
め
、
議
会
報
告
配
布
や
個
々
面
接

等
、
出
来
る
限
り
の
応
援
を
す
る
つ
も
り

で
す
。
毎
月
19
日
は
戦
争
法
廃
案
に
向
け

て
の
国
会
周
辺
行
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

行
動
に
も
、
極
力
参
加
し
ま
す
。

7
月
に
は
参
院
選
が
あ
り
、
こ
の
選
挙

で
民
主
党
を
中
心
と
す
る
戦
争
法
反
対
の

議
員
が　

過
半
数
を
取
れ
る
よ
う
全
力
を

出
し
ま
す
。
全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、

ま
さ
に
正
念
場
の
闘
い
に
な
り
ま
す
。
と

も
に
が
ん
ば
り
、
良
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
ま
）

12
月
2
日
、
沖
縄
県
名
護
市

辺
野
古
で
の
新
基
地
建
設
を
め

ぐ
り
、
翁
長
雄
志
沖
縄
県
知
事

に
よ
る
「
辺
野
古
埋
め
立
て
承

認
取
り
消
し
」
を
執
行
停
止
す

る
よ
う
求
め
、
国
土
交
通
相
が

提
起
し
た
代
執
行
訴
訟
の
第
１

回
口
頭
弁
論
が
、
福
岡
高
裁
那

覇
支
部（
多
見
谷
寿
郎
裁
判
長
）

で
始
ま
り
ま
し
た
。「
被
告
」

本
人
で
あ
る
翁
長
知
事
が
出
廷

し
て
意
見
陳
述
し
、
沖
縄
の
過

重
な
基
地
負
担
の
歴
史
・
現
状

に
触
れ
な
が
ら
「
沖
縄
、
そ
し

て
日
本
の
未
来
を
切
り
拓
（
ひ

ら
）く
判
断
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
訴
え
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
こ
れ
ま
で
選
挙

の
た
び
に
示
さ
れ
た
民
意
を
無

視
し
続
け
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
強
行
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
日
退
教
は
、
沖
縄
県
・
高
退

教
の
協
力
の
も
と
、
2
0
1
0

年
度
か
ら
、「
普
天
間
基
地
撤

去
、辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
」

を
求
め
、「
沖
縄
と
連
帯
す
る

日
退
教
交
流
団
」
を
5
年
間
に

わ
た
り
組
織
し
、
行
動
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
第
6
次
沖

縄
交
流
と
し
て
5
月
か
ら
10
月

ま
で
6
回
に
わ
た
り
、
月
１
度

の
辺
野
古
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ

ブ
・
ゲ
ー
ト
前
座
り
込
み
に
参

加
を
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
人

数
は
延
べ
86
人
。（
こ
の
行
動

と
は
別
に
独
自
交
流
を
か
さ
ね

た
単
会
も
あ
り
ま
す
。）

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
含
む

「
戦
争
法
」を
強
行
し
た
安
倍
政

権
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
処

理
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

う
ち
に
再
稼
働
を
行
う
安
倍
政

権
。
こ
の
政
権
が
す
す
め
る
新

基
地
建
設
。
厳
し
い
た
た
か
い

で
す
が
、
私
た
ち
は
諦
め
る
こ

と
な
く
運
動
に
と
り
く
み
ま
す
。

民
主
主
義
っ
て
な
ん
だ
！

沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
民
意
を
示
そ
う

日
退
教
沖
縄
交
流

「
辺
野
古
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
・
ゲ
ー
ト
前
座
り
込
み
」

沖縄と連帯する日退教第6次交流団（月１辺野古座り込み）参加者

₅月　北海道7、神奈川高2、京都2、福岡4、事務局1　⑯
₆月　事務局1　①
₇月　�東京高13、神奈川2、神奈川高10（内1現職）、石川高2、
　　　福岡1、事務局1　�
₈月　北海道7、石川高2、石川1、埼玉1、大阪6、事務局1　⑱
₉月　埼玉2、神奈川高3、大分1　事務局1　⑦
10月　高知4、愛知1、福岡8　北海道1、事務局1　⑮
　　　（他に　単会独自行動）

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

11・29 辺野古に基地を造らせない大集会（日比谷野音）

5月 辺野古テント

7月 高江テント

8月 辺野古浜

6月 辺野古テント 9月 辺野古テント

10月 大浦湾・瀬嵩浜


